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HENKA NO
都市変容モデルの開発
験者への情報としてのコンピュータ・アウトプットは，一読しやすい形式
であることが特に望まれるから，この面の充分な工夫が必要であるとも言
える。我々のシミュレーション・ラソの経験では，プログラミングに直接
タッチしなかった者が実験しようとする場合，アウトプットの読み方につ
いて，システム・ダイナミックスの場合以上に訓練と習熟を必要とした。
（実は，インプットについても同じことが言える）’
　なお，計画のテスターとして，我々のモデルを使用する場合，テストす
べぎ計画を外生変数の形で，図一5のX2としてモデルにインプットすべ
ぎことは言うまでもない。勿論，このモデルは，テスターとしてだけでは
なく，必要ならば都市変容のある面での予測に使えることも明らかであろ
う。その他の応用分野もいくつか考えられている。
9．　おわりに
　すでに明らかなように，我々のモデル開発は，未だその途上にある。現
在，モデルとして作成済みのものは，住居ゾーン，商業ゾーン，農業ゾー
ンのみである。他のゾーンの作成を急がなければならない。また，これら
3つのゾーン・モデルもプログラム上で結合されてはいない。したがっ
て，シミュレーション・ラソも個々のゾーン毎に独立に行なわれているに
すぎない。計画のテスターとして我々のモデルを使うとき，X2による各
ゾーンのQiの変化，　Y」の動きを個々独立に追って行くだけでは，真の
波及効果，干渉等の情報が得られるとは言い難い。各ゾーンの相互作用を
知る必要がある。そのためには，各ゾーン・モデルのプログラム上での結
合を急がなけれぽならない。シミュレータとして1／0の機能の充実を急
ぐべぎことは，言わずもがなである。
　このように，我々のモデルは未完であるが，現在のものでも，決して使
用に耐えぬものではない。他ゾーンからの情報を外生変数として，コソピ
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ユータの外から与えれば，あるゾーンの変容を他ゾーンとの関聯のうちに
シミュレートすることも可能である。すでに，この方法によってシミュレ
ーション・ラソを行ない，実際の都市変容に関する貴重な結果もいくつか
得ている。
　我々は，都市を考えるとき，都市に住む人間の意識・欲求と人問の行動
による都市の変容に注目することが重要であり，またそうすることが人間
のものとしての都市を考えることに通ずると信じ，オートマタ理論適用の
モデル開発という未踏の領域に敢えて分け入っているとの密かな自負をも
つものであるが，我々の目指しているモデルは，システム・ダイナミック
スによるいわば量的なモデルに対して，あくまでも質的なモデルであるか
ら，もし両者を結合させることができれぽ，実り多い結果が期待できるに
違いない。
　なお，モデルの設計・製作は，行動システム研究会メンバーの協同作業
によるものであり，筆者個人の成果ではないことは言うまでもないが，こ
の小論では筆者の］柳かの考えを付け加えるために，断りなく，研究会内部
でのモデルの呼称“Aモデル”を“都市変容モデル”にかえたり，変数記
号もいくつかオリジナルのものとは違うものを使ったりしたことをここに
申し添えておかなければならない。無論，この小論に対する一切の責任
は，筆者に帰すべきものである。
　最後に，日頃我々研究会メンバーを御指導下さっている行動システム研
究会会長，早稲田大学システム科学研究所，松田正一教授に心からお礼を
申し上げるとともに，行動システム研究会メンバー諸氏に本論文作成援助
のお礼を申し上げる次第である。
　　注
　（1）　文献2の調査結果が詳しく，新しい。
　（2）　モデルの開発は，行動システム研究会（会長松田正一，早稲田大学内連絡
　　　先常田研究室）が昭和51年4月からの研究活動テーマのひとつとして平な
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　　い，昭和52年12月までにその基本設計の完了とコンピュータ・シミュレーシ
　　ョン・プログラム製作の部分的完成をみている。
（3）　文献2，189ページより引用。
（4）　昭和51年8月，（財）地方自治情報センター，早稲田大学都市計画戸沼研究
　　室，行動システム研究会の三者協同で行なわれた前橋を対象とする一連の意
　　識調査のうち，住宅地での部分を因子分析した結果による。なお，この調査
　　結果は，その他にも，我々のモデル開発に広汎な基礎データを与えている。
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